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と、 同じ「語」 「辞」の印を用い 作品は現在十七点を数え、重信は狩野光信
（一五六五─一六〇八）
周辺で活動してい




























それに託された時代の精神に即して言えば、両者 前後関係は明らかに逆だ。そのためここでは、屏風に描かれた を読み解く作業を 左隻から始めたい。　
言い換えれば、 「帝鑑・咸陽宮」をめぐる読解は、 屏風の内容に立ち入る前にすでに始まっ
ているのである。　（一）伝統の物語・ 「咸陽宮」　「咸陽宮」は、荊軻が燕の太子丹のために秦の始皇帝を暗殺しようとして失敗に終わっ

























物話が収められている。その記述は、始皇帝が燕の太子丹を捕らえ、十二年も監禁し続けることに始まる。 太子丹は始皇帝に対 、 国に残 きた年老いた母に会いたいと懇願する
6く。群臣や美女たちに囲まれて堂上に端座する始皇帝は、太子丹の懇願を嘲笑い、角が生えた馬や白い頭を持つ烏が現れ ばと、不可能なことを条件にする。しかしながら仏の助けにより太子丹の願いは叶えられ、奇跡の馬や烏が目の前に現れる。 『平家物語』の記述
































えるところによると、荊軻が太子丹の知遇を得て、共に始皇帝暗殺を計画する。計画実行までには、さら 田光先生や范於期の自害など劇的 エピソードが織り交ぜられ が、屏風の表現はそれらの経緯をすべて省略している。物語 つぎの場面においては よ よ荊
9軻が登場し、秦舞陽という若者を連れて咸陽宮に至る。二人は無事始皇帝の前に出て、范於期の首と燕の地図を献上するが、そのとき地図の入った櫃の底から剣を取り出す。
図５　「帝鑑図・咸陽宮図屏風」（左隻）より



















の間の詳細を丁寧に再現している。荊軻が力を振り絞って投げ出した剣は深々と柱に刺さり、剣の先端には真っ赤な薬の袋が掛かっている。始皇帝のすぐそばに立ち、 桔紅色 服 身にまとう老者こそ、 「番 医師」のことだろう。かれは右手を高く掲げ、いまま に袋を武器代わりに投げ出したところだった
（図６）
。始
皇帝の後ろ はさきの二人 女性の姿があり 二人はまるで一大演奏会を無事に務め上げたかのような顔つきで、それぞれの琴を携えて優雅にその場を離れよとしている。そして始皇帝 右手に剣を握っている。『平家物語』によれば、 「荊訶を八ざきにこそし給ひけれ」と、自らの手で殺した だった。　
屏風が描く「咸陽宮」の物語は、ここに至って時が
12


































又桀王もとより酒をこのみ、えいくわをほしひままにして、ちくるいてうるいのに をあつめて、山のことくにつみ、これをむしてほぢしとなし かけならへておきたるは まことにはやしのことくなり。又おほ な いけ
14











































































本章では、 「帝鑑・咸陽宮」の読解 試みるうえで必要不可欠と思われる、絵を ぐる
いくつかの基礎知識や常識を確かめておきたい。　（一）絵は文字を排除する　絵と文字は、もともと根本的に異なる表現媒体である。とりわけ日本の伝統において、
絵巻という形態が盛んに用いられ、享受されてきたことに集約的に示されるように、絵と文字とは、互いに対応し、対蹠的であっても、相手の領分に入り込むことを明らかに自制しあうところがある。 うまでも く、絵巻作品 含め、いわゆる「画中詞」などのように、絵に文字を書き入れることはさまざまな形 レベルにおい 試みられ きた だが全体として見れば、文字が絵の中に、あるいは絵が文字の中に入ることは潔よしとされてこなかった。　
このことは、 「帝鑑図」をテーマとする障壁画の場合 おいてとりわけ目を惹く。繰り
返し述べてきたように、 「帝鑑図」では、版本『帝鑑図説』 挿絵に基づい 構図が決め
20






















いことをけっして意味し むしろまったく逆で、あまりに豊かな情報がありすぎて文字では伝えきれない、というのが実情だ う。 こで取り上げた二つ 物語群について見ても、 『平家物語』
（覚一本）
における「咸陽宮」の一章は、三千字以上の分量に上り、 『帝





雑な構図を鑑賞しているのだろうか。研究対象を現代の観者に限定すれば、さまざまな実験器具が考案されている現在、視線追跡、視線計測の装置を用いて観者の目の動きを確実に追跡し、実証的に描写す ことも可能だろう。しかし、いつの時代にも共通するが、鑑賞というものは、きわめて私的で恣意的なものである。一度きり 鑑賞 終わることも多く、再現を目的とするものでもない。繰り返し鑑賞すれば正しい視線 移動 辿りつくいうようなものでもない。こ よう 理由からすれば、絵の鑑賞と う行為の記述は難しいと言わざるをえない。　
しかしながら、屏風が作成され、同時代の人々の最大の関心を集め、情熱的な視線のも
とに置かれたころの様子は、今日の屏風絵読解のための重要な課題である。そ ような鑑賞の実例を詳細に記した資料に恵まれない今、屏風絵の構図その から典型的な鑑賞様子を推測し、記述することは、有意義 試みだろう。　
屏風が伝える物語についての知識を持っている あるいは屏風絵にあわせて必要な知識
























めるというものである。数多く制作された「洛中洛外屏風」 、 「名所図屏風」などはこのような構図を取る。全体の構図配置は自由自在であるが、小さく区分けしてそれぞれに物語を持たせるという点において、 「貼交」と根底 共通している。　「帝鑑・咸陽宮」は、明らかに後者に属している。つぎに、具体的に場面配置の様子を見てみよう。まずこの屏風に見受けられるの 、場面配置にはっきりした順番が存在しないことだ。一般的に場面 展開は、文字や文字をベースにした巻物、冊子本などに認められるように、右から左へという規則性を持つ だが、 「咸陽宮」の 語に見られるように、
「帝鑑・咸陽宮」の場面は逆に、左から右へと展開している。さらに右隻になれば、 「帝鑑」をめぐる中国の原典、そして多くの似たような屏風はいずれも皇帝の善行から述べはじめ、後半で悪行に至っている れに合わせて考えれば、右隻はまず下から読みはじめなければならない。　
このように、自由かつ明らかに規則性を逸脱した場面配置は、どこにその理由を求める



























































えられがちだ。そのような考え方を反映して、研究対象としてのそれらも いつの間 か分断され、ひいては互いに異質なものとして取り扱わ てきた。しかしながら、たとえ媒体が違っても それら 根底 お て互いに繋がり、しっかりし 共通の世界を持つ。作者は、必要に応じて異なる媒体間を自由自在に往還 、見る人も、時と場に溶け込んだ絵画作品を前にして、そこに表現された物語に心を動かされ 媒体の違いによって ぞれを隔てるような壁がないことを理屈抜き 感じ取れる。　「帝鑑図」をテーマとする屏風作品群に即して言えば、それらが共通して版本に構図の発想や創造の源を求めたという展開がとりわけ興味深い。桃山時代の絵師たちの活動では、絵画の構図の依拠となる粉本 そ までの時代より以上に大きな比重を占めるようになっていた。 『帝鑑図説』の挿絵は、期せずしてそのような粉本 共通する役割を果 したの
31






















































「帝鑑図」などの題材を描いた障壁画の隣に置かれ、象徴的にも具体像としても完璧な対応を成している「源氏」 「伊勢」 「歌仙」といった和の題材である。いうまでもなく、これらの作品群に投げかけられた視線も、同じく「憧れ」のそれであったと捉えて何の不都合もない。ならば漢の題材のもの、とりわけ和の題材に相対するものとしてのそれの捉え方は、 うすこし違うところに求められるべきではなかろうか。　
この問いへの一つの答えとしては、当時の人々の思いに集中すれば、交差する時空の統










注（１）名古屋城特別展図録『王と王妃の物語・帝鑑図大集合』 （二〇一一年） 。（２）土居次義「狩野宗眼重信について」 （ 『國華』一〇二五号、一九七九 七月） 。
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（３）松嶋雅人「狩野宗眼重信筆帝鑑図・咸陽宮図屏風」 （ 『國華』一二五二号、二〇〇〇年二月） 。（４）伊井春樹「 『咸陽宮絵巻』の諸本とその性格」 （ 『国語と国文学』六九巻四号、一九九二年） 。（５）梶原正昭・山下宏明校注『平家物語』上、二八二―七頁（新日本古典文学大系四 岩波書店、
一九九一年） 。
（６）入口敦志「模倣と変容──『帝鑑図説』受容発端」 （ 『江戸文学』三八号、 二〇〇八年六月） 、 「 『帝
鑑図説』の読まれかた──『帝鑑評』を中心に」 （ 『成城文芸』二〇九号、二〇〇九年一二月） 。
（７）和刻と和訓は、ともに国立国会図書館公式サイトで高精度デジタル画像で公開されている。（８）並木誠士「押絵貼屏風試論」 （ 『金鯱叢書』十、 一九八三年） 。（９）四方田犬彦『漫画原論』二八―三八頁（筑摩書房、一九九 年） 。（




12） 『中国美術分類全集・中国画像石全集・山東漢画像石』 二九、 四〇頁 （山東美術出版社、 二〇〇〇年） 。
（
13）黒田彰「咸陽宮覚書――朗詠注との関連」 （ 『文学』五四巻三号、一九八六年三月） 。
（
14）山崎誠「後素集とその研究（上） 」 （ 『国文学研究資料館文献資料部調査研究報告』十八号、一九九七年） 。
（
15） 『中国憧憬・日本美術の秘密を探れ・開館
20周年記念展』 （町田市立国際版画美術館、 二〇〇七年） 。
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